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量子HPC連携アプリケーション提案書


1. 提案者（実施者）
· 代表者所属：
· 代表者氏名：
· 代表者メールアドレス；
· 共同提案者（共同実施者）所属：
· 共同提案者（共同実施者）氏名：

2. 提案テーマ名
· 日本語名： 
· 英語名： 

3. テーマの説明
· 概要：
· 量子HPC連携アプリケーションの目的・得られる効果：
· 準備状況（既研究開発済み成果物で今回活用する技術やソフトウェア）：
· プラットフォーム利用環境に関する要望
（下記5のリソース以外で、例えば、富岳上で提供されているOSSアプリケーション、富岳／量子計算機上で利用したいライブラリなどがありましたら記載願います。なお、提供することをお約束できるわけではないことはご了解ください）：

4. 期間およびスケジュール
· 実施期間（最長１年）：
· スケジュール： (中間報告、最終報告について要記載)

5. ハイブリッドアプリケーション開発・テスト時に利用を希望するリソース種別と量（希望いただいたリソース量を提供できない場合があることは予めご了解ください。また、スケジュール上の各段階に対応させて記載願います。完成したアプリケーションの最終的な実証時に用いるリソース量は別途調整させて頂きます）
· 富岳：   node数 x  時間／月
· GPUクラスタ   (4 Blackwell GPUs/node)：   node数 x  時間／月
· IBM機（神戸設置, ibm_kobe, Heron r2, 156 qubits）： 時間／月
· Quantinuum機（和光設置、黎明 H2、56 qubits）： 時間／月

6. 補足事項
· 


補足：　提案書は、以下の観点で審査させて頂きます。より高く評価できるような記述をお願いいたします。

評価項目 ；
１） 提案内容の科学的および実用的評価
２） 提案内容の量子HPC連携アプリケーションとしての有用性
３） 提案内容の技術的な実現可能性
４） 希望リソース量の妥当性
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